
川
之
江

1
6

0•
0
1

」を 「

川
之
江

伊
予
青
島

1
6

3
7

0•
0
1

0•
0
1

」

に
改
め
る
。

第
７
の
１
]
の
表
中「

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外第�œ号)官 報

第
２
章
第
３
節
第
36
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
3
7
資
産
除
去
債
務
に
係
る
会
計
処
理

１
資
産
除
去
債
務
は
、
有
形
固
定
資
産
の
取
得
、
建
設
、
開
発
又
は
通
常
の
使
用
に
よ
っ
て
発
生
し
た
時
に
負
債
と

し
て
計
上
す
る
。
な
お
、
資
産
除
去
債
務
の
発
生
時
に
、
当
該
債
務
の
金
額
を
合
理
的
に
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
は
、
こ
れ
を
計
上
せ
ず
、
当
該
債
務
額
を
合
理
的
に
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
負

債
と
し
て
計
上
す
る
も
の
と
す
る
。（
注
3
6）（
注
3
7）（
注
3
8）

２
資
産
除
去
債
務
は
そ
れ
が
発
生
し
た
時
に
、
有
形
固
定
資
産
の
除
去
に
要
す
る
割
引
前
の
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
を
見
積
り
、
割
引
後
の
金
額
（
割
引
価
値
）
で
算
定
す
る
。

３
資
産
除
去
債
務
に
対
応
す
る
除
去
費
用
は
、
資
産
除
去
債
務
を
負
債
と
し
て
計
上
し
た
時
に
、
当
該
負
債
の
計
上

額
と
同
額
を
、
関
連
す
る
有
形
固
定
資
産
の
帳
簿
価
額
に
加
え
る
。
資
産
計
上
さ
れ
た
資
産
除
去
債
務
に
対
応
す
る

除
去
費
用
は
、
減
価
償
却
を
通
じ
て
、
当
該
有
形
固
定
資
産
の
残
存
耐
用
年
数
に
わ
た
り
、
各
期
に
費
用
配
分
す
る

も
の
と
す
る
。

４
時
の
経
過
に
よ
る
資
産
除
去
債
務
の
調
整
額
は
、
そ
の
発
生
時
の
費
用
と
し
て
処
理
す
る
。
当
該
調
整
額
は
、
期

首
の
負
債
の
帳
簿
価
額
に
当
初
負
債
計
上
時
の
割
引
率
を
乗
じ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

＜
注
3
6＞
資
産
除
去
債
務
に
つ
い
て

１
資
産
除
去
債
務
と
は
、
有
形
固
定
資
産
の
取
得
、
建
設
、
開
発
又
は
通
常
の
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
、
当
該
有

形
固
定
資
産
の
除
去
に
関
し
て
法
令
又
は
契
約
で
要
求
さ
れ
る
法
律
上
の
義
務
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
い

う
。
こ
の
場
合
の
法
律
上
の
義
務
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
は
、有
形
固
定
資
産
を
除
去
す
る
義
務
の
ほ
か
、

有
形
固
定
資
産
の
除
去
そ
の
も
の
は
義
務
で
な
く
と
も
、
有
形
固
定
資
産
を
除
去
す
る
際
に
当
該
有
形
固
定
資

産
に
使
用
さ
れ
て
い
る
有
害
物
質
等
を
法
律
等
の
要
求
に
よ
る
特
別
の
方
法
で
除
去
す
る
と
い
う
義
務
も
含
ま

れ
る
。

２
有
形
固
定
資
産
の
除
去
と
は
、
有
形
固
定
資
産
を
用
役
提
供
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
い
う
（
一
時
的
に
除
外

す
る
場
合
を
除
く
。）。
除
去
の
具
体
的
な
態
様
と
し
て
は
、
売
却
、
廃
棄
、
リ
サ
イ
ク
ル
そ
の
他
の
方
法
に
よ

る
処
分
等
が
含
ま
れ
る
が
、
転
用
や
用
途
変
更
は
含
ま
れ
な
い
。

＜
注
3
7＞
除
去
費
用
等
の
損
益
計
算
書
上
の
表
示
に
つ
い
て

１
資
産
計
上
さ
れ
た
資
産
除
去
債
務
に
対
応
す
る
除
去
費
用
に
係
る
費
用
配
分
額
及
び
時
の
経
過
に
よ
る
資
産

除
去
債
務
の
調
整
額
は
、
当
該
資
産
除
去
債
務
に
関
連
す
る
有
形
固
定
資
産
の
減
価
償
却
費
と
同
じ
区
分
に
含

め
て
計
上
す
る
。

２
資
産
除
去
債
務
の
履
行
時
に
認
識
さ
れ
る
資
産
除
去
債
務
残
高
と
資
産
除
去
債
務
の
決
済
の
た
め
に
実
際
に

支
払
わ
れ
た
額
と
の
差
額
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
資
産
除
去
債
務
に
対
応
す
る
除
去
費
用
に
係
る
費
用
配
分

額
と
同
じ
区
分
に
含
め
て
計
上
す
る
。

＜
注
3
8＞
資
産
除
去
債
務
に
係
る
注
記
に
つ
い
て

資
産
除
去
債
務
の
会
計
処
理
に
関
連
し
て
、
次
の
事
項
を
注
記
す
る
。

\
資
産
除
去
債
務
の
内
容
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
説
明

]
支
出
発
生
ま
で
の
見
込
期
間
、
適
用
し
た
割
引
率
等
の
前
提
条
件

^
資
産
除
去
債
務
の
総
額
の
期
中
に
お
け
る
増
減
内
容

_
資
産
除
去
債
務
の
見
積
り
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
の
概
要
及
び
影
響
額

`
資
産
除
去
債
務
は
発
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
債
務
を
合
理
的
に
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
貸
借

対
照
表
に
資
産
除
去
債
務
を
計
上
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
当
該
資
産
除
去
債
務
の
概
要
、
合
理
的
に
見
積

も
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
及
び
そ
の
理
由

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
会
計
か

ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
会
計
に
つ
い
て
、
こ
の
告

示
を
適
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
第
１
章
第
10
節
第
78
の＜

注
53＞

及
び＜

注
54＞

の

規
定
並
び
に
第
２
章
第
10
節
第
77
の＜

注
55＞

及
び＜

注
56＞

の
規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
始
ま

る
事
業
年
度
に
係
る
会
計
か
ら
適
用
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
五
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

百
五
十
二
号
）
附
則
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
二
年
総
務

省
告
示
第
百
二
十
二
号
（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
附

則
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定

め
る
基
準
を
定
め
る
件
）
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

給
料
に
係
る
率

千
分
の
五
十
八
・
七
五

期
末
手
当
等
に
係
る
率

千
分
の
四
十
七
・
〇

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
六
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年

政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
七
年
自
治
省
告
示
第
六
十
八
号
（
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
べ
き
金
額
に
関
す
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

「
平
成
二
十
二
年
度
」
を「
平
成
二
十
三
年
度
」に
、「
千

分
の
〇
・
二
六
」
を
「
千
分
の
〇
・
二
九
」
に
、「
千
分
の

〇
・
三
三
」
を
「
千
分
の
〇
・
三
四
」
に
、「
千
分
の
〇
・

一
〇
」
を
「
千
分
の
〇
・
一
一
」に
、「
千
分
の
〇
・
三
〇
」

を
「
千
分
の
〇
・
二
七
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
七
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年

政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
附
則
第
三
十
条
の
二
の
三
第
二

項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
率
を

次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

し
、
平
成
二
十
一
年
総
務
省
告
示
第
二
百
三
号
（
地
方
公

務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
附
則
第
三
十
条
の
二
の
三
第

二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
率

を
定
め
る
件
）
は
、平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、

廃
止
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

千
分
の
〇
・
二
〇

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
八
号

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年

政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
附
則
第
三
十
条
の
二
の
四
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
率
を
次
の
よ

う
に
定
め
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
二
十
二
年
総
務
省
告
示
第
百
二
十
四
号
（
地
方
公
務
員

等
共
済
組
合
法
施
行
令
附
則
第
三
十
条
の
二
の
四
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
率
を
定
め
る
件
）は
、

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
廃
止
す
る
。
た
だ

し
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一

日
以
前
に
払
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額
の
算
定
に

用
い
る
総
務
大
臣
の
定
め
る
率
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

千
分
の
三
・
七
九

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
九
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、放
送
用
周
波
数
使
用
計
画（
昭

和
六
十
三
年
郵
政
省
告
示
第
六
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

˜œ 
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